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平成 24年 3 月 14日 

角山 智 

資産運用レポート：チャートは語る 

 

１．はじめに 

 

年末年始の悲観ムードはどこへやら、株式市場は堅調な展開が続いています。 

 

 昨晩、ＮＹダウは１３，０００ドルを突破、ＮＡＳＤＡＱも３，０００ドルの大台乗せを果た

しました。日経平均の終値ベースでの１万円乗せも、時間の問題と思われます。 

 

 しかしながら、持株が日経平均ほど上がらず、嘆いている方もいらっしゃるではないでしょう

か（私もその一人ですが）。 

 

 昨年の１２月から起こっているのは、売り込まれていた銘柄ほど上がるというリターンリバー

サル相場です。それゆえ、手堅い銘柄ほど恩恵に預かれないという皮肉な結果となっています。 

 

 こういったときは、チャートを参考にするのもひとつのやり方です。今回の資産運用レポート

では「ほれぼれするようなチャート」をいくつか取り上げてみました。 

 

 

★東証２部株価指数 株価チャート 

 

バリュー株指数ともいえる東証２部株価指数は、東日本大震災前の水準まで戻しています。昨

年３月の高値を超えてくれば、ボックス圏を抜け出します。 

 

 

 

 


